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第４次京都府食育推進計画の主な論点について 
 

 

１ 取組の基本的な方向について 

  取組の基本的な方向をどのようにするのか。（課題の抽出を踏まえ、次回議論） 

第３次計画（現計画） 

施策の展開 

次期計画（案） 

基本方針 

世代に応じた食育の推進 

 

健康増進につながる食育の推進 

家庭における食育の推進 

ライフスタイルの多様化に対応する食育の推進  

京都ならではの食育の推進 

 

２ 具体的な施策の柱について 

  施策の柱をどのようにするのか。（課題の抽出を踏まえ、次回議論） 

第３次計画（現計画） 

重点事項 

次期計画（案） 

基本施策 

子どもや若い世代に対する食育の強化 

 

健康増進に関連した食に関する正しい知識 

朝ごはんを毎日食べる運動の強化 

家庭以外における食事の大切さの啓発活動の強化  

食文化の継承対策の強化 

 

（参考）国の推進基本計画の重点事項 

第３次計画（現計画） 次期計画（案） 未定 

若い世代を中心とした食育の推進 
＜参考＞今後重点的に取り組むべき事項 

１ より一層の取組が必要である課題  
・市町村食育推進計画の作成推進  
・朝食をとるなどの基本的な生活習慣の形成  
・若い世代における食育の推進  
・学校給食における地場産物の活用  
・栄養教諭の配置促進  
・外食・中食産業の事業者における食育の推進  
・生産者と消費者の交流の促進  
・食品ロス削減に向けた取組  
・ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）等
を通じた情報の提供  

２ 食育の推進の観点から新たに取り組むべき課題 
・ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）との連携  
・企業における食育の推進  

多様な暮らしを支える食育の推進 

健康寿命の延伸につながる食育の推進 

食の循環や環境を意識した食育の推進 

食文化の継承に向けた食育の推進 
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３ 今後重点的に取り組む施策の方向性について 

 以下の（１）～（３）の観点から、ご意見をください。 

 

 

（１）第３次京都府食育推進計画の取組状況を踏まえて、今後どのような施策が必要か。 

① 家庭における食育の推進 

   ・子ども、若い世代の朝食摂取 

   ・高齢化、健康寿命 

   ・家族との共食 

 

 

 

② 学校、保育所、幼稚園等における食育の推進 

 ・体系的、継続的な食育 

 ・生きた教材としての給食、地産地消 

 ・地域や生産、流通関係者との連携 

   

 

 

③ 地域における食育の推進 

   ・地域との連携（学校、保育所、幼稚園、大学、企業、食品関連事業者、自治会、

自治体、食育ボランティア団体、食育ネットワーク等） 

   ・大学、企業等職場を通した若い世代への啓発 

   ・望ましい食習慣を支援する食環境整備 

 

 

 

（２）食の興味関心を高めるために、今後どのような施策が必要か。 

④京都ならではの食育の推進 

   ・和食など京の食文化の保護・継承 

   ・地産地消、郷土料理、京都ならではの食材 

 

 

 

（３）withコロナ社会を踏まえて、今後どのような施策が必要か。 

⑤新しい生活様式のなかでの食育の推進 

   ・ICT（情報通信技術）や SNS（Facebook、twitter等）の活用 

   ・内食、中食の需要増加 

 

 

 

 

 

 



①前文 ①前文 ①前文

　※趣旨、計画期間は、特に記載なし ②趣旨、計画期間、基本理念
・「いきいき元気・健康長寿の京都」の実現を目指し、基本理念「誕生前
　から始める京都の生涯食育　～感謝の気持ちで「いただきます。」～
　の下、施策を展開します。
・誕生前から始める、五感を使った体験、食文化の伝承

　※趣旨、計画期間は、「３　計画の基本的事項」に記載

①達成状況

②第２次京都府食育推進計画で掲げた目標未達成の状況

①食生活の状況 ①食生活と健康

②家庭の食と健康 ②生産者と消費者との関係

③地域の食と食文化 ③地域の食文化の伝承

④地域における取組

①計画策定の趣旨

②計画の対象期間

③府関連計画等と食育推進計画の位置づけ

※基本理念についての記載なし
基本理念
「誕生前から始める京都の生涯食育　～感謝の気持ちで「いただきます。」～

①基本理念
　ゆりかごから始める京都の「食」の伝承　～食を通じて、人の絆を再構築～

重点事項
①子どもや若い世代に対する食育の強化
②健康増進に関連した食に関する正しい知識の普及活動の強化
③朝ごはんを毎日食べる運動の強化
④家庭以外における食事の大切さの啓発活動の強化
⑤食文化の継承対策の強化

取組の基本的な方向
①未来を担う子どもや学生等若い世代に対する食育を強化
②食育の原点である家庭の取組を強化
③地域での食育が進むよう体験の場づくりを推進

②取組の方向
　１　「食」を通じて生きる力を身につけ、健康な心身と豊かな人間性を育む
　２　「ほんまもん」の「食」と出会い、五感で味わう力を育む
　３　食育ネットワークをつくり、みんなで取り組む

※取組の基本的な方向、基本方針についての記載なし ③家庭（府民）と関係者の役割

④関係者の連携と期待される効果

①世代に応じた食育の推進 ①世代に応じた食育の推進

②健康増進につながる食育の推進 ②家庭における食育の推進

③家庭における食育の推進 ③地域における食育の推進

④ライフスタイルの多様化に対応する食育の推進

⑤京都ならではの食育の推進

①関係者の役割

②ライフステージにおける留意事項

３　計画の目標一覧

①目標一覧

②目標の考え方 ①推進体制 ①推進体制

③推進体制と計画の進行管理 ②計画の進行管理等 ②計画の進行管理等

- - ６　計画推進のための取組

６　計画の目標一覧 ７　計画の目標

７　推進体制と計画の進行管理 ８　推進体制と計画の進行管理

３　取組の基本的な方向 ４　府民の連携で取り組む食育

２　第３次京都府食育推進計画における施策の展開 ４　施策の展開

-

５　施策推進のための関係者の役割とライフステージにおける留意事項 ５　ライフステージごとの取組

‐ ‐ ２　食育に生かす京都府の特色

　　※趣旨、計画期間等についての記載なし 　※第２次計画では、第１次計画の計画の基本的事項を「はじめに」で記載

３　計画の基本的事項

１　第２次京都府食育推進計画で掲げた目標の達成状況 １　京都府の食育の取組状況

‐※第１次で掲げた目標の達成状況

　　※第３次計画では、第2次計画の２～５を２に統合し一体的に記載
　　　（第２次の２食を巡る現状と課題は、第３次では２「施策の展開」において、
　　　　①～⑤ごとに、対策も含めて記載）

２　食をめぐる現状と課題 １　食をめぐる現状と課題

京都府食育推進計画の変遷　＜構成＞
府　第３次（H28～R2） 府　第２次（H23～H27） 府　第１次（H18～H22）

はじめに はじめに はじめに
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誕生前から始める京都の生涯食育 ゆりかごから始める京都の「食」の伝承

～感謝の気持ちで「いただきます。」～ ～食を通じて、人の絆を再構築～

成果目標　健全で豊かな食生活をとおして、健康長寿の京都を実現

健全な食生活を営む府民を増やす取組

①食育に関心を持っている府民の割合

②朝食をほとんど食べない児童の割合
　 朝食を毎日食べている児童の割合

③「健康ばんざい　京のおばんざい弁当シリーズ」年間販売種類

④食情報提供店の店舗数

⑤食に関する指導計画を策定・実施している公立学校の割合

生産者と消費者の絆を深め、食を大切にする心を培う取組

⑥農林水産業・食品製造の状況を消費者が学習できる農場・工房等の施
設がある市町村の割合

食に感動する機会をつくる取組

⑦府内産野菜を年１回以上給食に利用する小・中学校の割合

⑧子どもたちが「食」に関する知識を学べる体験型の食育講習会を実施す
るもモデル地域の数

地域の取組を支援し、優良事例を府内全域へ拡大する取組

⑨食育ネットワークの形成～食育に関連した活動を行う府民グループ数～

⑩推進計画を作成・実施している市町村

京都府食育推進計画の変遷　＜　目　標　＞

府　第３次（H28～R2） 府　第２次（H23～H27） 府　第１次（H18～H22）

- -

～感謝の気持ちで「いただきます。」～

正しく選ぶことができる「食選力」と、しっかり食べるための「調理力」を向上

①実践型食育を実施している小・中学校の割合 ①学校給食への地元農産物の供給品目数の割合

②「お弁当の日」を実施する府内の学校の数 ②保護者を含めた参加型食育を実施している保育所等の割合

③学校給食への地元農林水産物の供給品目数の割合
③むし歯のない府内小学生の割合
　 むし歯のない府内中学生の割合

④大学、企業、老人施設等の食堂での地元農林水産物を多く使用する
　「たんとおあがり京都府産施設」の増加

④食育に関心を持っている府民の割合

⑤食品表示法や機能性表示食品等に関する講習会の開催
⑤朝食を毎日食べる府内小学生の割合
　 朝食を毎日食べる府内中学生の割合

⑥「きょうと健康おもてなし食の健康づくり応援店」の増加 ⑥食農体験農場の数

⑦食の安心・安全府民大学（仮）の開講 ⑦きょうと食いく先生の数

⑧朝食を毎日食べる府内小学生の割合（６年生）
　 朝食を毎日食べる府内中学生の割合（３年生）

⑧食育の推進に係わるボランティアの数

⑨食育宣言を行い、健全な食生活をおくる府民 ⑨食情報提供店の店舗数

人材の育成や活躍しやすい仕組みづくりと、食育に関するマンパワーを強化する取組

⑩食事の宅配事業を実施する「京野菜ランド」の数 ⑩食育推進計画作成市町村の数

⑪京都における季節の行事食などの研修会の実施

⑫「きょうと食いく先生」授業数の増加

⑬「健康ばんざい京のおばんざい弁当」の販売数 関係者が連携できる食育ネットワークをつくり、情報の共有化を図る取組
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